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№ 役職 氏名 よみがな 選出区分 

1 委員 秋山 勝茂 あきやま かつしげ 市民公募 

2 委員 永井 明 ながい あきら 有識者 

3 委員 宮田 幸紀 みやた こうき 有識者 

4 委員 渡邉 妙子 わたなべ たえこ 市民公募 



○厚木市セーフコミュニティ推進条例 
 

平成24年10月11日 
条例第18号 

改正 平成24年12月25日条例第29号 
（目的） 

第１条 この条例は、市民の事故、けが等の発生の予防その他の地域社会の課題解決に資

するため、セーフコミュニティを推進し、もって誰もが健康で安心して安全に暮らすこ

とのできる良好な地域社会の実現に寄与することを目的とする。 
（定義） 

第２条 この条例において「セーフコミュニティ」とは、次条の基本原則の下に、人の一

生にとって最も大切な安全及び健康を不慮の事故等から守るとともに、より住みよい魅

力的な地域社会を創るための取組をいう。 
（基本原則） 

第３条 セーフコミュニティは、事故、けが等の発生は偶然の結果ではなく、その発生は

予防できるという理念の下に、市民が連携し、及び協働して地域の実態に即し、推進さ

れなければならない。 
（市民の役割） 

第４条 市民は、事故、けが等の発生の予防に努めるとともに、セーフコミュニティの推

進に関する活動に協力するよう努めるものとする。 
２ 市民は、セーフコミュニティを通じてお互いに知恵を出し合い、地域社会における信

頼関係及び絆
きずな

の強化並びに安全の質の向上を図るよう努めるものとする。 

（市の責務） 
第５条 市は、セーフコミュニティの推進に関する施策を策定し、及び実施するものとす

る。 
２ 市は、前項の施策の効果的な実施のため、市民が参加し、及び協働しやすい体制の整

備を図るとともに、市民が行うセーフコミュニティの推進に関する活動に必要な支援を

行うものとする。 
（基本計画） 

第６条 市長は、セーフコミュニティの推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図

るため、セーフコミュニティの推進に関する基本的な計画（以下「基本計画」とい



う。）を策定しなければならない。 
２ 基本計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。 

(1) セーフコミュニティの推進に関する基本的な方針 
(2) セーフコミュニティの推進に関する組織の整備 
(3) セーフコミュニティの推進に関する活動の促進及び支援 
(4) セーフコミュニティの推進に関する長期的及び継続的な取組 
(5) セーフコミュニティの推進のために行う事故、けが等の発生原因の科学的検証及

びその結果に基づく取組 
(6) セーフコミュニティの推進に関するネットワークの構築 
（推進体制） 

第７条 市は、セーフコミュニティを推進するための横断的安全推進組織として、厚木市

セーフコミュニティ推進協議会（以下「協議会」という。）を設置する。 
２ 協議会の構成員、事業その他協議会の運営に関し必要な事項は、協議会が定める。 
３ 市は、協議会のほか、別に定めるところにより、セーフコミュニティの推進のために

必要な組織を設けることができる。 
（セーフコミュニティ推進委員会） 

第８条 市長は、この条例の運用状況の点検等を行うため、市民等で構成する厚木市セー

フコミュニティ推進委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 
２ 市長は、毎年度、この条例の運用状況について、委員会に報告しなければならない。 
３ 委員会は、この条例の運用状況について、市長に意見を述べることができる。 
４ 委員会の組織及び運営について必要な事項は、規則で定める。 
（評価等） 

第９条 市長は、委員会の意見を踏まえ、５年を超えない期間ごとに、この条例の運用状

況を評価し、その結果に基づき必要に応じた措置を講ずるものとする。 
（情報の提供） 

第10条 市は、セーフコミュニティの推進に資するため、事故、けが等の発生原因の科

学的検証の結果及びその結果に基づく取組その他の必要な情報を市民に対し適切に提供

するものとする。 
（委任） 

第11条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行について必要な事項は、市長が

別に定める。 
 



 
附 則 

（施行期日） 
１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、第８条及び次項の規定は、平成25年
４月１日から施行する。 
（厚木市非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正） 

２ 厚木市非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例（昭和43年厚木市条例第

16号）の一部を次のように改正する。 
〔次のよう〕略 
（平24条例29・全改） 

附 則（平成24年条例第29号）抄 
（施行期日） 

１ この条例は、平成25年４月１日から施行する。ただし、第６条、第８条並びに附則

第３項及び第４項の規定は、同年１月１日から施行する。 
 



   厚木市セーフコミュニティ推進委員会規則 

 

平成24年10月11日 

規則第56号 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、厚木市セーフコミュニティ推進条例（平成24年厚木市条例第18号）

第８条第４項の規定に基づき、厚木市セーフコミュニティ推進委員会（以下「委員

会」という。）の組織及び運営について必要な事項を定めるものとする。 

（委員） 

第２条 委員会の委員は、５人以内とし、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

 (1) 公募による市民 

 (2) セーフコミュニティに関し、優れた識見を有する者 

（任期） 

第３条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間と

する。 

２ 委員は、再任されることができる。 

（委員長等） 

第４条 委員会に委員長を置き、委員の互選により定める。 

２ 委員長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

３ 委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、委員長があらかじめ指定した委

員がその職務を代理する。 

（会議） 

第５条 委員会の会議は、委員長が招集する。 

２ 委員会の会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 

３ 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところ

による。 

（秘密の保持） 

第６条 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同様と

する。 

（庶務） 

第７条 委員会の庶務は、厚木市セーフコミュニティ推進条例主管課で処理する。 

（委任） 

第８条 この規則に定めるもののほか、委員会の運営について必要な事項は、委員長が委

員会に諮って定める。 

 

 附 則 

 この規則は、平成25年４月１日から施行する。 



令和７年安全・健康・コミュニティに関する調査結果

調査の概要

【回収結果】

回答者の基本属性

男性
1,059人
46.2%

女性
1,221人
53.2%

その他
0人

0.0%

答えたくない
14人
0.6%

15-39歳
378人
16.1%

40-59歳
665人
28.4%

60-74歳
635人
27.1%

75歳以上
667人
28.4%

年齢
N=2,345

性別
N=2,294

目 的
市民の安全・健康・コミュニティに対する考えやその現状を調査するとともに、集計、

分析を行い、今後のセーフコミュニティ活動等の資料とすることを目的とする。

調 査 対 象 と 方 法
令和７年７月18日現在、厚木市に住民登録している世帯主5,500人を無作為抽出（地

域・年齢バランスを考慮）し、世帯主及び同居家族を対象とする。配布・回収ともに郵送。

配布数 有効回答数 厚木市人口

世帯 5,500世帯 1,310世帯

個人 16,500人 2,356票 223,048人

セーフコミュニティの認知状況
「セーフコミュニティ」の取組の認知状況
（n=2,133）

知っている＋聞いたことがある
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市民と行政等が協力して安心安全に取り組む活動に関する意識
必要＋どちらかというと必要
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居住地域の安心・安全について不安感を持っている人
（n=2,227）

（年）
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近所付き合いの現状（n=2,227）

（年）
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会ったら挨拶する 世間話や立ち話をする 生活面での協力関係ができる程度

（％）

安心・安全に関する意識と近所付き合いの状況（n=2,206）
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生活面での協力関係がある 世間話や立ち話をする 会ったら挨拶する 挨拶もしない

332人

1,115人542人

157人

60人

Ｑ 安心安全だと思いますか？

２

市民生活の安心・安全に関する意識

どちらかといえばそう思わない
＋

まったくそう思わない



15歳以上の自宅内外での事故やけがの状況
自宅内外でけがをした人（自宅内：n=2,032、自宅外：n=2,171）

14.3％
12.3％ 11.2％
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16.2％

15.1％ 14.4％
12.9％
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転倒
38.3%

ぶつかる・打撲
21.7%

切傷・刺傷
17.2%

虫刺・咬傷
（ハチ・動物

など）
7.2%

転落・
墜落
6.1%

火傷
5.6%

挟まれ・
加圧
0.6%

その他
3.3%

n=180

自宅内での
けがの原因
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9％
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こども（15歳未満）の事故やけがの状況
自宅内外でけがをした人（自宅内：n=102、自宅外：n=106）
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体感治安（犯罪被害等含む）に関する実態
治安の変化に対する意識
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犯罪等被害にあう不安を感じる状況（n=1,950）
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その他

近所にトラブルを起こす人がいる

スプレーによる落書きがある

少年などのたむろ、たまり場がある

路上への違法駐車や放置自転車がある

悪質な訪問販売や勧誘がある

繁華街での客引き、キャッチセールスが目に付く

ごみやタバコの吸殻が散乱している

近所づきあいのない人がいる

路上喫煙をする人がいる

空き屋や空き店舗、使われていない倉庫がある

木や茂みなど管理が行き届いていない場所がある

ゴミ出しルールや騒音を出すなど、地域のルールやマナーを守らない人がいる

夜、街灯がなく暗く人通りの少ない道がある

（％）
４



高齢者について

とても強くつながっている
と感じる5.1％

まあまあつながっている

と感じる 53.8％

あまりつながっていると
感じない 32.2％

全くつながっていない
と感じる
8.9％

地域との
つながり

n=1,073

自転車の利用に関する意識と事故やけがの状況
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自転車の利用状況（経年比較）
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自転車利用時のけがや事故の経験（年代別）
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夜間はライトを点灯する

歩道でベルを鳴らしながら走行してはいけない

飲酒運転は禁止

自転車放置禁止区域に路上駐輪はしない

交差点では信号と一時停止を守り安全確認をする

自転車を運転しながらスマホを操作してはいけない

自転車を運転しながら傘を差してはいけない

神奈川県では自転車賠償責任保険への加入を義務付けている

自転車の歩道通行は例外で、歩行者を優先する

自転車は車道が原則で、左側を通行する

こどもが自転車を利用するときはヘルメットを着用させる

自分が自転車を利用するときはヘルメットを着用する

自転車利用時のルールの認知と実行状況（知っているが、実行していないルール）
（n = 676）

（％）

高齢者同士が交流できる
地域の居場所を増やす
53.7％

元気な高齢者がボランティアなど
地域に参加したり、仲間をつくる

場を増やす 45.9％

高齢者の困りごとを
地域で支え合う仕組
をつくる 43.6％

その他
9.2％

いきいきと
暮らすための

取組
n=896

※複数回答
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※複数回答

家庭で実践している災害対策（重要だと思うが、実践していない災害対策）（n=1,167）

1.5 

36.2 
38.0 

39.8 
40.2 
40.5 

41.9 
43.6 
43.7 

46.1 
47.3 
47.7 

50.0 

0 10 20 30 40 50 60

その他

防災情報の収集

家具などの転倒防止対策

非常持ち出し袋や水・食料、携帯トイレなどの備蓄品の用意

地域の防災訓練への参加

持病の薬やお薬手帳等、医療ケアが必要な場合の備え

ハザードマップ等を用いた自宅周辺の災害リスクの確認

地域の人たちとの災害時の役割分担の話し合い

自宅での安全確保と在宅避難の準備

避難所や避難経路の確認

住居の耐震化・壁の補強など

職場や家族との安否確認方法や連絡手段の確認

マイ・タイムラインの作成

（％）

災害についての意識
不安を感じる自然災害（n=1,298）

０日分
1.1%

１日分
4.4%

２日分
14.3%

３日分
35.1%

４日分
4.4%

５日分
0.9%

６日分
0.9%

７日分以上
25.9%

n=1,076

飲料水・食料の
備蓄量

（％）
６

自転車利用時のけがや事故の状況と原因（n = 113）

17.7 

7.1 

9.7 

12.4 

15.0 

15.0 

54.0 

0 10 20 30 40 50 60

その他

相手に過失があり、原因はわからない

スピードを出し過ぎや交通ルール違反（信号無視など）

道路の交通安全や設備や視界の悪さ

悪天候による路面不良（雨、雪、凍結など）

交差点や曲がり角での出会いがしらでの衝突

道路の状況が悪かった（段差、凹凸、狭いなど）

（％）

※複数回答

※複数回答



セーフシティあつぎ推進条例の骨子 

 

 
１ 目的 

この条例は、セーフシティあつぎの推進に関する基本理念
を定め、並びに市、市民及び関係団体等の役割等を明らかに
するとともに、けが、交通事故、犯罪等の防止に必要な事項
を定めることにより、もって市民が安心して安全に暮らすこ
とができる地域社会（以下「安心安全な地域社会」という。）
の実現に寄与することを目的とします。 

２ 定義 
本条例における用語の定義を定めます。 

(1) セーフシティあつぎ 
市、市民及び関係団体等が一体となって、けが、交通事

故、犯罪等を防止するための取組を連携して展開し、安心
安全な地域社会の実現を目指す活動の総称をいいます。 

(2) 関係団体等 
地域団体、事業者、教育機関、医療機関、警察その他の

安心安全に関する活動を行う団体又は機関をいいます。 

３ 基本理念 
セーフシティあつぎは、市民協働の精神の下、客観的事実

及び科学的根拠に基づく実効性のある取組を行うことによ
り推進されなければならないものとします。 

４ 市の責務 
市は、セーフシティあつぎの推進を図るため、次に掲げる

責務を有するものとします。 
(1) 地域の特性及び関係団体等の多様な知見をいかした取

組を推進すること。 
(2) 安心安全な地域社会の実現に資する情報の収集及び発

信を行い、セーフシティあつぎに対する市民及び関係団体
等の理解及び関心の向上を図ること。 

５ 市民の役割 
(1) 市民は、セーフシティあつぎに対する理解を深めるとと

もに、その取組に参加し、又は協力するよう努めるものと
します。 

(2) 市民は、日常生活において本人及び周囲の安全の確保に
努めるものとします。 

６ 関係団体等の役割 
(1) 関係団体等は、セーフシティあつぎの推進のため

の情報提供及び助言を行うことにより、地域の安心
安全の向上に寄与するよう努めるものとします。 

(2) 関係団体等は、その専門性及び社会資源をいかし、
それぞれの活動分野においてセーフシティあつぎの
取組に協力するよう努めるものとします。 

７ セーフシティあつぎ推進基本計画 
市長は、セーフシティあつぎを総合的かつ計画的に

実施するため、セーフシティあつぎの推進に関する基
本的な計画を策定しなければならないものとします。 

８ 人材の育成 
市は、セーフシティあつぎの推進を図るため、セー

フシティあつぎの推進を担う人材の育成に関する研修
の実施その他必要な取組を行うものとします。 

９ 市民及び関係団体等に対する支援 
市は、市民又は関係団体等が行うセーフシティあつ

ぎの推進に資する自主的な活動の促進を図るため、情
報の提供その他必要な支援を行うものとします。 

10 推進組織 
市は、セーフシティあつぎの推進のために必要な組

織を設けることができるものとします。 

11 推進地区の指定 
市は、セーフシティあつぎを重点的に推進する地区

を指定することができるものとします。 

12 評価等 
(1) 市長は、５年を超えない期間ごとに、この条例の

運用状況を評価し、その結果に基づき必要に応じた
措置を講ずるものとします。 

(2) 市長は、評価した結果を公表するものとします。 

13 表彰 

(1) 市長は、セーフシティあつぎの推進に関し、顕著
な功績があり、又は優良な取組を行った個人又は団
体を表彰することができるものとします。 

(2) 表彰は、顕著な功績又は優良な取組を賞揚し、それら
を普及させることで、セーフシティあつぎの一層の発展
に資することを目的として行うものとします。 

14 セーフシティあつぎ推進旬間 

(1) 市は、市民及び関係団体等の理解及び関心を高め、
セーフシティあつぎを広く周知するため、毎年 11 月
１日から同月10日までをセーフシティあつぎ推進旬
間と定めるものとします。 

(2) 市は、セーフシティあつぎ推進旬間において、市民及
び関係団体等と協働し、地域の安心安全のための活動を
市内全域で展開するよう努めるものとします。 

15 委任 

この条例に定めるもののほか、この条例の施行につ
いて必要な事項は、市長が別に定めるものとします。 

16 条例の施行日 

この条例は、令和８年11月４日から施行します。(予定) 

17 その他 
(1) 厚木市セーフコミュニティ推進条例（平成 24 年厚

木市条例第 18 号）は、廃止します。 
(2) 厚木市セーフコミュニティ推進条例に規定するセ

ーフコミュニティ推進委員会の廃止に伴い、厚木市
非常勤特別職員の報酬及び費用弁償に関する条例
（昭和 43 年厚木市条例第 16 号）に規定する当該委
員会に関する事項について、必要な改正を行います。 

(3) 次の市条例に規定する「セーフコミュニティ」を
「セーフシティあつぎ」に改めます。 
ア 厚木市部設置条例 
（昭和 47 年厚木市条例第 18 号）第２条第６号カ 
イ 厚木市自転車安全利用促進条例 
（平成 24 年厚木市条例第 27 号）第１条 
ウ 厚木市こども育成条例 
（平成 24 年厚木市条例第 31 号）第 13 条第２項 
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Ⅰ 条例制定の背景と考え方について 

 

１ 条例制定の背景  

本市では、平成 20 年の取組開始から 17 年間にわたり、世界保健機関（以下、

「ＷＨＯ」という。）が推奨するセーフコミュニティ国際認証を基盤として、安心安

全なまちづくりを推進してまいりました。 

しかし、平成 27 年にＷＨＯとの協定によるセーフコミュニティ協働センターが

閉鎖され、新たに立ち上げられたＮＧＯ団体「国際セーフコミュニティ認証センタ

ー」が行っているセーフコミュニティ国際認証は、現在、ＷＨＯとの関係を裏付け

るものはありません。 

このような状況の中、国内でセーフコミュニティ国際認証を継続する自治体は、

ピーク時の 17 自治体から令和７年８月末時点で 10 自治体に減少し、認証期間が

満了した自治体の多くはセーフコミュニティ活動を従来の行政体制へと移行させて

います。 

本市においては、国際認証の取得は継続しないものの、客観的な評価体制に基づ

く活動を継続します。そして、活動の幅をコミュニティからシティへと広げて「市

全体での安心安全なまちづくり」を目指すため、本市独自の地域性に合った活動名

称として「セーフシティあつぎ」へ発展的に変更します。 

 

２ 条例制定の考え方 

新たに「セーフシティあつぎ」として活動を行うに当たり、基本的な理念、推進

体制及び評価の仕組みを明確に定めることを目的として、新たに条例を制定するも

のです。 

現行の厚木市セーフコミュニティ推進条例で掲げる市民協働による活動を継承

し、さらに、市民・行政に加え、関係団体・企業等と連携することにより、市全体

で安心安全なまちづくりを目指します。時代の変化に伴う課題の複雑化・多様性に

対応するため、従来の事故・けがだけでなく、交通事故、犯罪等の地域の安心安全

に関わる課題を網羅し、客観的事実及び科学的根拠に基づいた活動を条例に位置づ

けることにより、有用な取組の推進を確立します。 

なお、厚木市セーフコミュニティ推進条例を廃止して、新条例を制定します。 

 

３ 条例制定のスケジュール 

令和８年５月～６月  条例の骨子に対するパブリックコメント 

令和８年９月     ９月定例会議に条例案を上程 

令和８年 11 月４日  条例施行（予定） 
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Ⅱ セーフシティあつぎ推進条例の骨子 

 

１ 条例の題名 

  セーフシティあつぎ推進条例 

  

【市の考え方】 

この条例の名称は、市、市民及び関係団体等が一体となって、さまざまな地域社会

の課題に対し、市全体で対応する取組を進めることを意味しています。「あつぎ」と表

記することで、市民に親しみやすさを持たせ、市民の絆を重視し、安心安全な地域社

会を築くという意義が込められています。「推進条例」という表現は、実効性のある取

組を継続的に進めるための枠組みであることを示すものです。 

 

 

２ 目的 

この条例は、セーフシティあつぎの推進に関する基本理念を定め、並びに市、市民

及び関係団体等の役割等を明らかにするとともに、けが、交通事故、犯罪等の防止に

必要な事項を定めることにより、もって市民が安心して安全に暮らすことができる地

域社会（以下「安心安全な地域社会」という。）の実現に寄与することを目的としま

す。 

 

【市の考え方】 

この条例は、セーフシティあつぎの推進に関する基本理念を定め、市、市民、関係

団体等の役割を明確にし、けが、交通事故、犯罪などを防止するために必要な事項を

規定し、市民が安心して安全に暮らすことができる地域社会の実現を目指すもので

す。 

重要なのは、安全対策が一過性のものでなく、持続的に実施されることです。さま

ざまな地域課題について、市、市民及び関係団体等が一体となり、市全体で協力して

取り組むことが不可欠です。一丸となって取り組むことで、より強固で持続可能な安

心安全な地域社会を築くことができます。 
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３ 定義 

 本条例における用語の定義を定めます。 

(1) セーフシティあつぎ 

市、市民及び関係団体等が一体となって、けが、交通事故、犯罪等を防止するため

の取組を連携して展開し、安心安全な地域社会の実現を目指す活動の総称をいいます。 

(2) 関係団体等 

 地域団体、事業者、教育機関、医療機関、警察その他の安心安全に関する活動を行

う団体又は機関をいいます。 

 

【市の考え方】 

条文において使用される特定の用語の意義を明確にし、理解の統一を図り、誤解を

避けることが目的です。  

（1）｢セーフシティあつぎ｣とは、市、市民及び関係団体等が一体となって、けが、

交通事故、犯罪等を防止するために連携して行う活動全般を指します。これは、

安心安全な地域社会を実現するための取組であり、各主体がそれぞれの役割を果

たしながら推進するものです。 

(2) ｢関係団体等｣とは、地域社会の安心安全に関わる活動を行う団体や機関を指し

ます。具体的には、地域団体、事業者、教育機関、医療機関、警察などです。  

 

 

４ 基本理念 

 セーフシティあつぎは、市民協働の精神の下、客観的事実及び科学的根拠に基づく

実効性のある取組を行うことにより推進されなければならないものとします。 

 

【市の考え方】 

セーフシティあつぎの推進に関する基本的な考え方を示し、実効性のある取組を行

うための基本的な方針を定めています。 

(1) ｢市民協働の精神｣とは、行政だけでなく、市民や関係団体等が一体となって協

力し、地域全体の安全を確保するために共に活動する姿勢を意味します。 

(2) 「客観的事実」とは、交通事故の発生場所や刑法犯認知件数などの定量的なデー

タがこれに当たります。また、住民の治安に対する意識や安全感といった定性的

なデータも含まれます。 

(3) 「科学的根拠」とは、実証されたデータや専門家の意見に基づく知見のことを指

します。過去の犯罪防止策や安全対策の効果を測定した施策後の結果検証や信頼

性のある意識調査などが含まれます。 
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５ 市の責務 

市は、セーフシティあつぎの推進を図るため、次に掲げる責務を有するものとし

ます。 

(1) 地域の特性及び関係団体等の多様な知見をいかした取組を推進すること。 

(2) 安心安全な地域社会の実現に資する情報の収集及び発信を行い、セーフシティ

あつぎに対する市民及び関係団体等の理解及び関心の向上を図ること。 

 

【市の考え方】 

市がセーフシティあつぎの推進において果たすべき責務を規定しています。市は、

安心安全な地域社会の実現に向けて、中心的な役割を担い、主体的に取組を推進しま

す。 

(1) 市は、市全体の特性を理解し、それに応じた具体的な取組を推進する責務を持っ

ています。市全体の安心安全を確保するためには、地域ごとのニーズを踏まえ、地

域特性に対応した施策を実施する必要があります。また、関係団体等の知見を活用

し、協力して取り組むことが重要です。 

(2) 市は、安心安全を確保するために必要な情報を収集し、市民や関係団体等に適    

切に発信する責務を持っています。これにより、市民や関係団体等の取組に対する

理解を深め、協力を促進します。 

 

 

６ 市民の役割 

(1) 市民は、セーフシティあつぎに対する理解を深めるとともに、その取組に参加し、

又は協力するよう努めるものとします。 

(2) 市民は、日常生活において本人及び周囲の安全の確保に努めるものとします。 

 

【市の考え方】 

市民がセーフシティあつぎの推進において果たすべき役割を規定しています。 

(1) 市民は、セーフシティあつぎに対して理解を深め、積極的に参加し、又は協力す

ることが求められます。市民一人一人の意識と行動が、地域全体の安心安全に大き

な影響を与えます。 

(2) 市民は、自らの安全を守ることに加え、周囲の安全を確保するための役割も担っ

ています。市民が地域の安心安全を守る意識を持ち、日常生活の中で積極的に行動

することで、犯罪の予防や事故の減少につながります。 
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７ 関係団体等の役割 

(1) 関係団体等は、セーフシティあつぎの推進のための情報提供及び助言を行うこ

とにより、地域の安心安全の向上に寄与するよう努めるものとします。 

(2) 関係団体等は、その専門性及び社会資源をいかし、それぞれの活動分野におい

てセーフシティあつぎの取組に協力するよう努めるものとします。 

 

【市の考え方】 

 関係団体等がセーフシティあつぎの推進において果たすべき役割を規定していま

す。 

(1) 関係団体等は、地域における活動や専門的な知識及び経験を生かし、市、市民及

び地域団体等に対して安心安全に関する情報提供や助言を行うことにより、地域の

課題の把握や適切な対応につなげ、地域の安心安全の向上に寄与するよう努めるこ

とが求められます。 

(2) 関係団体等は、それぞれの専門性や資源を活用し、地域の安心安全の確保に協力

することが求められます。関係団体等の協力によって、地域の安全性が向上し、セ

ーフシティあつぎの推進がより効果的に進められます。 

 

 

８ セーフシティあつぎ推進基本計画 

市長は、セーフシティあつぎを総合的かつ計画的に実施するため、セーフシティ

あつぎの推進に関する基本的な計画を策定しなければならないものとします。 

 

【市の考え方】 

市長は、セーフシティあつぎを総合的かつ計画的に推進するための基本的な計画を

策定し、市全体で一貫した安心安全対策を実施する責務を負います。 

この計画により、市、市民及び関係団体等が一体となり、統一的な取組を進めるた

めの道筋が示されます。 

 

 

９ 人材の育成 

市は、セーフシティあつぎの推進を図るため、セーフシティあつぎの推進を担う

人材の育成に関する研修の実施その他必要な取組を行うものとします。 

 

【市の考え方】 

セーフシティあつぎの推進に必要な知識や技能を持った人材を育成することを規定

しています。市は、推進活動を担う人材を対象に研修などの機会を提供し、その能力

を高めていく責務を負います。 
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10 市民及び関係団体等に対する支援 

 市は、市民又は関係団体等が行うセーフシティあつぎの推進に資する自主的な活

動の促進を図るため、情報の提供その他必要な支援を行うものとします。 

 

【市の考え方】 

市民や関係団体等がセーフシティあつぎの推進に参加するために、市が必要な支援

を行うことを規定しています。これにより、市民や関係団体等の自発的な安全対策を

促進し、社会全体での協力体制が強化されます。 

 

 

11 推進組織 

市は、セーフシティあつぎの推進のために必要な組織を設けることができるもの

とします。 

 

【市の考え方】 

セーフシティあつぎを効果的に進めるために、市が必要な組織を設置し、情報共有

及び意見交換の場を提供することを規定しています。この組織は、地域の安心安全に

関する取組を一貫して推進する役割を担います。 

 

 

12 推進地区の指定 

 市は、セーフシティあつぎを重点的に推進する地区を指定することができるもの

とします。 

 

【市の考え方】 

セーフシティあつぎを推進していくために、重点的に推進する地区を市が指定する

ことを規定しています。その指定により、地域ごとの特性に応じた安全対策を強化

し、効果的にセーフシティあつぎを進めることを目的としています。 
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13 評価等 

(1) 市長は、５年を超えない期間ごとに、この条例の運用状況を評価し、その結果

に基づき必要に応じた措置を講ずるものとします。 

(2) 市長は、評価した結果を公表するものとします。 

 

【市の考え方】 

セーフシティあつぎの取組がどのように進行しているかを定期的に評価し、その結

果に基づいて必要な措置を講ずることを規定しています。 

(1) 市長は、セーフシティあつぎの運用状況を定期的に評価し、その結果に基づいて

必要な措置を講じる責務を負っています。評価は、５年を超えない期間ごとに実施

することを規定しています。 

(2) 市長は、その結果を公表し、今後の取組に活かすための具体的な措置を講じま

す。評価と改善を繰り返すことで、セーフシティあつぎの実効性を高め、安心安全

な地域社会の実現を目指します。 

 

 

14 表彰 

(1) 市長は、セーフシティあつぎの推進に関し、顕著な功績があり、又は優良な取

組を行った個人又は団体を表彰することができるものとします。 

(2) 表彰は、顕著な功績又は優良な取組を賞揚し、それらを普及させることで、セ

ーフシティあつぎの一層の発展に資することを目的として行うものとします。 

 

【市の考え方】 

市長は、セーフシティあつぎの推進において特に優れた成果を上げた個人や団体を

表彰することを規定しています。表彰を通じて、地域社会の安全対策への積極的な参

加を促し、更なる取組を推進します。 

(1) 顕著な功績があり、又は優良な取組を行った個人や団体が表彰の対象となりま

す。市が公正に表彰対象者を選定することで、市民及び関係団体等の積極的な参加

を促進します。 

(2) 表彰は市が公式に行い、その結果は広く市民に公表します。公表によって、安全

対策の重要性が再認識され、市民及び関係団体等の積極的な参加が促されることが

期待されます。 
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15 セーフシティあつぎ推進旬間 

(1) 市は、市民及び関係団体等の理解及び関心を高め、セーフシティあつぎを広く

周知するため、毎年 11 月１日から同月 10 日までをセーフシティあつぎ推進旬間

と定めるものとします。 

(2) 市は、セーフシティあつぎ推進旬間において、市民及び関係団体等と協働し、

地域の安心安全のための活動を市内全域で展開するよう努めるものとします。 

 

【市の考え方】 

セーフシティあつぎ推進旬間は、市民及び関係団体等のセーフシティあつぎの取組

に対する理解と関心を高めるとともに、地域全体で安心安全の取組を推進する機運を

醸成するために定めます。 

(1) 市は、毎年 11 月 1 日から 10 日までを「セーフシティあつぎ推進旬間」と定め、

市民や関係団体等に対して、セーフシティあつぎを広く周知します。 

(2) セーフシティあつぎ推進旬間には、市は、市民及び関係団体等と協力して安心安

全に関する活動を市内全域で展開するよう努めることが求められます。この活動に

より、市全体での安全対策が強化され、市民及び関係団体等の参加意識が向上し、

地域の安全性を更に高めていきます。 

 

 

16 委任 

この条例に定めるもののほか、この条例の施行について必要な事項は、市長が別

に定めるものとします。 

 

【市の考え方】 

この条文は、条例に定めるもののほか、セーフシティあつぎの施行に必要な詳細な

事項について、市長が別途定めることを規定しています。これにより、条例の内容を

実現するために必要な規則や指針を適切に設定します。 

 

 

17 条例の施行日 

この条例は、令和８年 11 月４日から施行します。（予定） 

 

【市の考え方】 

この条例の施行日は、令和８年 11 月４日としています。これまで取り組んできたセ

ーフコミュニティの国際認証の期限が令和８年 11 月３日で満了することを踏まえ、翌

日の 11 月４日から新たな枠組みによる取組を開始するためです。 

 

 

 



9 
 

 

18 その他  

(1) 厚木市セーフコミュニティ推進条例（平成 24 年厚木市条例第 18 号）は、廃止

します。 

(2) 厚木市セーフコミュニティ推進条例に規定するセーフコミュニティ推進委員会

の廃止に伴い、厚木市非常勤特別職員の報酬及び費用弁償に関する条例（昭和 43

年厚木市条例第 16 号）に規定する当該委員会に関する事項について、必要な改正

を行います。 

(3) 次の市条例に規定する「セーフコミュニティ」を「セーフシティあつぎ」に改

めます。 

ア 厚木市部設置条例（昭和 47 年厚木市条例第 18 号）第２条第６号カ 

イ 厚木市自転車安全利用促進条例（平成 24 年厚木市条例第 27 号）第１条 

ウ 厚木市こども育成条例（平成 24 年厚木市条例第 31 号）第 13 条第２項 

 

【市の考え方】 

本条例の施行に伴い、関連する他の市条例の廃止及び改正に関する事項を定めてい

ます。 

(1) 廃止される条例  

「厚木市セーフコミュニティ推進条例」は廃止され、セーフシティあつぎ推進条

例が新たな枠組みとして適用されます。 

(2) 厚木市非常勤特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 

特定の条例で報酬規定の番号を変更し、繰り上げるなどの調整が行われます。 

(3) その他の条例改正 

「セーフコミュニティ」に関連する表現を「セーフシティあつぎ」に変更するこ

とを規定しています。これにより、関連条例が新しい枠組みに沿って整備されま

す。 



令和９（2027）年３月 

厚 木 市 

セーフシティあつぎ推進基本計画 

《概要版》 



第 1 章 計画策定の概要                    
１ 計画策定の趣旨                             

本市では、平成 20 年からセーフコミュニティの考え方を取り入れ、市民及び関係団
体等と連携し、地域の安心・安全に関する取組を進めてきました。一方、少子高齢化
や社会環境の変化、犯罪・事故の態様の変化、自然災害の激甚化など、安心・安全を
取り巻く課題は複雑化・多様化しています。 

こうした状況を踏まえ、市、市民及び関係団体等が連携し、客観的事実及び科学的
根拠に基づく実効性のある取組を推進するため、「セーフシティあつぎ推進条例」を
制定しました。本計画は、条例に基づき、セーフシティあつぎを総合的かつ計画的に
推進するための基本的な方向性と取組を定めるものです。 

 
２ 条例との関係及び計画の位置づけ                               

本計画は、「セーフシティあつぎ推進条例」第７条に基づき策定する基本計画で
す。 

また、第 11 次厚木市総合計画の重点プロジェクトの一つである「厚木の魅力を伸ば
し、住みたい・住み続けたいまちをつくる」戦略に掲げる「穏やかに暮らせる安心安
全な環境づくり」及び「つながり支え合う地域づくり」の実現に資するものとして、
安心・安全に関する取組を総合的に推進します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 計画期間                                          
本計画の期間は、令和９年度から令和 13 年度までの５年間とします。なお、社会情勢

の変化や安心・安全を取り巻く状況、取組の進捗状況等を踏まえ、必要に応じて計画の見
直しを行います。 
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第２章 現状と課題                   
１ 主な統計・調査結果 

安心・安全に関する各種統計や市民意識調査等をもとに、人口動向やけが、交通事
故、犯罪、災害など、本市を取り巻く安心・安全に関する現状や市民意識の傾向を把握
します。 

救急搬送 ケガ等の原因別 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊出典：厚木市消防本部「消防年報」を基に作成 

 

交通事故発生状況 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

出典：厚木警察署統計資料に基づき作成 

R２ R３ R４ R５ R６ R７

転倒 950 935 1,140 1,235 1,355 1,305

転落 194 188 198 205 192 194

ぶつかる 67 68 100 66 69 67

切る・刺さる 34 47 58 50 47 47

誤って飲み込む。物がつまる 58 52 47 36 63 55

やけど 11 17 13 13 13 9

はさまれる 15 9 11 8 7 10

刺される かまれる 14 30 29 28 19 31

溺れる 27 32 16 29 18 14

その他 82 96 159 147 157 163

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

その他 溺れる 刺される かまれる はさまれる
やけど 誤って飲み込む。物がつまる 切る・刺さる ぶつかる
転落 転倒

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7
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刑法犯罪発生状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊出典：神奈川県警察統計資料に基づき作成 

 
地震の被害想定一覧 

 

想定地震名 
ﾓｰﾒﾝﾄﾏｸﾞﾆﾁｭｰ

ﾄﾞ（Ｍ) 

30 年以内の

発生確率 

建物 人的被害 

全壊 半壊 死者 負傷者 避難者 

都心南部直下地

震 
7.3 70% 1,105 6,148 72 1,415 18,573 

東海地震 8 70% 15 49 1 26 56 

南海トラフ巨大

地震 
9 － 16 68 1 34 89 

出典：厚木市地震被害想定調査報告書に基づき作成 
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２ 課題と視点 
本市では、市民の安心・安全に対する関心が高く、これまで市民や関係団体等との協

働による取組が進められてきたことが分かります。 
一方で、人口減少や高齢化、世帯規模の縮小により、地域の見守りや支え合いを担う

人材の確保が課題となっています。また、地域によって人口構成や安心・安全に対する
意識、災害リスク等に違いがあることから、地域の特性を踏まえた取組が必要です。 
安心・安全に関する各分野では、日常生活におけるけが、交通事故、犯罪、特殊詐欺、
大規模災害など、それぞれ異なる課題があります。これらの課題に対応するため、発生
状況や市民意識等を踏まえ、予防の視点から継続的に取組を進めることが重要です。 
 
（１）けが予防 

高齢化の進行に伴い、転倒など日常生活におけるけがへの対応が重要となっていま
す。また、救急需要の増加も見込まれることから、身近な事故を防ぐ環境づくりや予防
意識の向上、応急手当の普及などを進める必要があります。 
 
（２）交通安全 

交通事故件数は減少傾向にあるものの、負傷者や死亡事故は依然として発生していま
す。子ども、高齢者、自転車利用者などの安全確保に向け、交通ルールの遵守や安全行
動の促進、交通環境の整備を進める必要があります。 
 
（３）治安向上 

身近な犯罪や特殊詐欺による被害が発生しており、防犯意識の向上や防犯環境の整備
が求められています。また、地域防犯活動の担い手確保など、地域の防犯力を維持・向
上する取組が必要です。 
 
（４）防災 

大規模災害への備えや、市民の災害への不安に対応するため、住宅等の安全対策、家
庭での備え、防災教育・訓練の充実が重要です。また、高齢者など避難や支援に配慮を
要する市民への対応や、地域防災力の向上を進める必要があります。 
 
（５）その他 

野生鳥獣による被害や自殺予防など、市民生活に関わる安心・安全上の課題にも対応
する必要があります。 

今後も、市、市民、地域、関係団体等が連携・協働し、地域の特性や課題に応じた取
組を進め、安心・安全を支える地域づくりを推進していくことが重要です。 
 
 
 
 
 
 



第３章 計画の基本的な考え方               

１ 基本理念                           
 セーフシティあつぎは、市民協働の精神の下、客観的事実及び科学的根拠に基づく実
効性のある取組を行うことにより推進されなければならない。 
 

２ 基本方針    

◇ 基本方針１ 地域の特性と多様な知見をいかした取組を推進する 
安心・安全に関する課題を客観的なデータ等により把握するとともに、地域の特性

や関係団体等の知識・経験をいかし、効果的な取組を推進します。 
 

◇ 基本方針２ 市民・地域・関係団体等の連携・協働を推進する 
市、市民及び関係団体等がそれぞれの役割を担い、相互に連携・協働することで、

地域全体で安心・安全を支える取組を推進します。 
 

◇ 基本方針３ 市民の理解・関心を高め、安全な行動を促進する 
市民及び関係団体等の安心・安全に関する理解と関心を高め、日常生活における安

全な行動や取組への参加・協力につながるよう、情報提供や啓発を推進します。 
 

◇ 基本方針４ 人材の育成と自主的な活動への支援を推進する 
セーフシティあつぎの推進を担う人材を育成するとともに、市民や関係団体等が主

体的に行う安心・安全に関する活動を支援し、地域の取組の継続・発展を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第４章 重点分野と取組                  
１ 各分野における施策 
（１） けが予防 

ア 健康づくり・重症化予防の推進 
市民一人一人が健康づくりに取り組み、フレイルや生活習慣病等の予防及び重症化

防止を図ることで、健康寿命の延伸と自立した生活の維持を支援します。 
イ けが・事故防止対策の推進 

子どもや高齢者など、ライフステージに応じたけが・事故防止対策を推進するとと
もに、安全な生活環境の整備や知識・技術の普及を図り、日常生活における事故やけ
がの未然防止を推進します。 
ウ 救命・見守り体制の強化 

応急手当に関する知識・技術の普及や見守り体制の充実を図るとともに、関係機関
との連携を強化し、緊急時に迅速に対応できる体制づくりや地域で安心して暮らせる
環境づくりを推進します。 

 
（２） 交通安全 

ア 交通安全意識の推進 
子どもから高齢者まで幅広い世代を対象に、交通ルールや交通マナーに関する啓

発・教育を推進し、市民の交通安全意識の向上を図ります。 
イ 交通安全環境の整備 

道路、歩道、自転車走行空間及び通学路等の交通安全対策を推進し、誰もが安心して
安全に通行できる交通環境の整備を図ります。 
ウ 交通事故防止対策の強化 

交通事故による被害の軽減を図るため、安全装備の普及や支援制度の活用を促進す
るとともに、安全な交通行動の実践を推進します。 

 
（３） 治安向上 

ア 防犯意識の推進 
犯罪や消費者被害等を未然に防止するため、防犯に関する知識の普及啓発や教育を

推進し、市民一人一人の防犯意識の向上を図ります。 
イ 防犯環境の整備 

防犯カメラ、防犯灯及び見守りシステム等の整備を推進するとともに、防犯情報の
提供や防犯設備の充実を図り、犯罪が発生しにくい環境づくりを推進します。 
ウ 地域防犯力の強化 

市民、地域団体、事業者、警察その他の関係機関との連携を強化し、自主防犯活動
や見守り活動、暴力団排除等の取組を推進することで、地域全体の防犯力の向上を図
ります。 
エ 安心・安全な地域環境の推進 



犯罪被害者等への支援、更生保護活動、地域美化活動等を推進し、地域のつながり
や良好な生活環境を形成することで、誰もが安心して暮らせる地域づくりを推進しま
す。 

 
（４） 防災 

ア 防災意識の推進 
防災訓練や防火・防災に関する普及啓発を推進するとともに、市民一人一人の防災

意識を高め、自助・共助による災害への備えを促進します。 
イ 防災基盤の整備 

防災拠点の整備、浸水対策、住宅等の耐震化などを推進し、災害による被害を軽減
するとともに、災害に強いまちづくりを推進します。 
ウ 地域防災力・災害対応体制の強化 

地域や関係機関との連携を強化するとともに、事前復興訓練等を通じて災害対応力
の向上を図り、災害発生時に迅速かつ的確に対応できる体制づくりを推進します。 

 
（５） その他 

ア 市民の安全対策の推進 
野生鳥獣による被害対策や自殺予防対策など、市民生活における様々な課題に対応

し、市民が安心して暮らせる環境づくりを推進します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



セーフシティあつぎ推進基本計画 取組体系図

分野 取組
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防災意識の推進

市民の安全対策の推進

防犯環境の整備

地域防犯力の強化

安全な地域環境の推進

防犯意識の推進

(1) フレイル予防セミナー (2) フレイルチェック (3) 健康あつぎ推進
(4) 健康増進 (5) 骨粗しょう症検診 (6) 未病施策
(7)  産前・産後サポート

施策

(1) 保育体制の強化 (2) 認定こども園保育体制強化事業補助金 (3) こどもの事故予防研修
(4)母子保健衛生 (5) こどものけが予防研修会 (6) 危険予知トレーニング（KYT）
(7) セーフティ住宅支援事業

(1) 応急手当普及啓発 (2) 認知症高齢者等徘徊SOSネットワークシステム

(1) 生活道路整備 (2) 交通安全施設整備 (3) 通学路安全対策
(4) 歩道整備 (5) 自転車走行空間整備 (6) 危険バス停対策
(7) 児童・生徒通学路安全推進

(1) 交通安全教室 (2) 自転車交通安全講習会 (3) シルバードライビングスクール講習会
(4) 自転車ヘルメットインフルエンサー

(1) 自転車ヘルメット購入助成 (2) サイクルレコーダー購入費補助金 (3) 幼児２人同乗用自転車購入助成

(1) 自主防犯対策支援事業補助金 (2) 防犯カメラ設置促進事業補助金 (3) 防犯灯設置
(4) 見守りシステム整備 (5) かけこみポイント登録 (6) ケータイSOSネット
(7) 街頭犯罪対策 (8) 本厚木駅周辺環境浄化対策

(1) まち美化推進 (2) 河川美化推進 (3) 犯罪被害者等支援

(1)地域青パト推進事業補助金 (2) 愛の目運動 (3) 暴力団排除の推進
(4)警察等関係機関との連携 (5) 社会を明るくする運動事業費交付金 (6) 厚木地区保護司会補助金
(7) 厚木愛甲地区厚生保護女性会補助金

(1)感震ブレーカー整備 (2) 北部地区公園整備 (3) 公共下水道浸水対策
(4) がけ地近接等危険住宅移転事業補助金 (5) 木造住宅耐震改修促進事業補助金 (6) 沿道建築物耐震促進事業補助金
(7) マンション耐震事業補助金 (8）家具転倒防止対策事業

(1)総合防災訓練実施 （2）起震車維持管理 （3）防災・防犯訓練
(4) 火災予防啓発 (5) 防災プロジェクト

(1) クマ被害対応 (2) 鳥獣保護管理対策 (3) 自殺予防対策

(1)避難所運営委員会運営費交付金 (2)防災ラジオ整備 (3) 復興まちづくり訓練

(1) インターネット安全教室 (2) 青少年非行防止 (3) 消費者行政推進
(4) マナーアップ推進 (5) 次世代防犯活動 (6) 地域安心安全研修会



第５章 計画の推進                   
１ 数値目標(予定) 

本計画の目標年次である令和１３年度の目標を次のとおり設定します。 

注１：厚木市消防本部「消防年報」に基づく令和７年の件数 

注２：厚木警察署統計資料に基づく令和７年の件数 

注３：神奈川県警察統計資料に基づく令和７年の件数 

注４～注６：令和７年度、第 11 次総合計画アンケート調査結果の回答結果に基づく 

 
２ 推進体制 
（1）セーフシティあつぎ推進協議会 
（2）セーフシティあつぎ対策委員会戦略調整会議 
（3）セーフシティあつぎ対策委員会 
（4）各地区安心安全なまち会議 
 

【協議会等体系図】 

 
 
 
 
 
 
 
 
３ 推進地区の指定 

推進地区では重点的に地域ごとのニーズに応じた取組を展開します。 

成果指標 現状値 目標値 

ケガ等が原因による救急搬送件数 1,895 件(注１)  ○○件 

交通事故発生件数 590 件(注２)   550 件 

刑法犯認知件数 1498 件(注３)   1,150 件 

「誰もが交通安全の意識を持ち、安心・安全に道

路を通行していると思う」市民の割合 
30.7 ％(注４)   47.7 ％ 

「防犯の取組が充実しており、安心して暮らせて

いると思う」市民の割合 
35.6 ％(注５)   55.0 ％ 

「災害への備えが充実しており、安心して暮らせ

ていると思う」市民の割合 
49.5 ％(注６)   67.2 ％ 



第６章 評価と改善                  
セーフシティあつぎを実効性のある取組として推進するため、市民意識や取組の実施

状況を把握・評価し、その結果を取組の改善・充実につなげます。 
 
１ 市民意識等の把握 

「厚木市市民意識調査」や「安心・健康・コミュニティに関する調査」等を活用
し、市民の安心・安全に関する意識や行動の変化等を把握します。  

 ２ 取組の実施状況の把握 
市が実施する安心・安全に関する取組の実施状況や課題を把握し、今後の取組の改

善に活用します。  
３ 条例の運用状況の評価 

「セーフシティあつぎ推進条例」に基づき、５年を超えない期間ごとに条例の運用
状況を評価します。評価結果を公表し、取組の見直しや充実につなげます。  
４ 外部評価等の活用 

第三者機関や専門家等の知見を活用し、取組の実施状況等を客観的に検証します。
専門的な助言や伴走支援を受け、継続的な改善を図ります。 

 

第７章 計画策定の概要                  
市民や関係団体等が安心・安全に関する取組への理解を深め、主体的に参加・協力で

きる環境づくりを進めます。 
 
１ 普及啓発の推進 

広報媒体やイベント等を活用し、安心・安全に関する情報発信や啓発を行います。  
毎年 11 月１日から 10 日までを「セーフシティあつぎ推進旬間」とし、講演会や啓発
活動等を実施します。  
２ 機運の醸成 

地域の優れた取組を表彰し、取組の共有や普及を図ります。専門的な知見による伴
走支援を行い、地域の主体的な活動を促進します。 

 



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ４月

　　

4月  5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 ４月

今後の活動スケジュールについて

（2026年８月20日現在）

2026年 2027年

令和９年度令和８年度

※会議日程は、事業や取組の進捗により、変更になる場合があります。
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